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調査・報告

はじめに
菓子・デザート・軽食などの“おやつ（間食）マー

ケット”の全体像を明らかにするため、株式会社日

本能率協会総合研究所では、2017年６月に、15

～79歳の男女個人を対象とした〔本調査〕、および

同居している小・中学生を対象とした〔子供調査〕を、

『おやつ・間食に関する実態調査2017』として実

施した１）。本調査では、2008年からの継続調査で、

時系列の変化も捉えている。本稿ではその一部を紹

介する。

１．「 ヨ ー グ ル ト 」 ブ ー ム を 
支えているのは女性60代、

「チョコレート」をよく食
べるのは女性10代・40代

菓子・デザート・軽食の19ジャンルの中から、

よく食べるジャンルを答えてもらった。最も多かっ

たのは「パン類」（57％）で、次いで「ヨーグルト」

「チョコレート」が５割台と続く（図１）。

「ヨーグルト」「チョコレート」はここ近年、健康

にいいと評判のジャンルである。この二つを性・年

代別に時系列で分析した。

「ヨーグルト」をよく食べると答えた人は、女性

では60代が８割を超えて最も高く、次いで50代

が７割台、70代が６割台、20代・30代が６割弱

である。男性の中では70代・60代が５割を超えて

高く目立つ。時系列で比較すると、2011年から

2017年にかけて、女性60代で20ポイント近く増

加しており、次いで女性15～19歳で15ポイント、

女性50代で10ポイント強増えていた。

「チョコレート」をよく食べると答えた人は、女

性では15～19歳が７割を超えて最も高く、次いで

40代が７割弱、30代が約６割である。男性の中で

は60代が５割を超えている。時系列で比較すると、

2011年から2017年にかけて男性60代・女性50

代では10ポイント以上増加していた。

生活に密着した菓子やデザートにも変化
～『おやつ・間食に関する実態調査2017』より～

株式会社日本能率協会総合研究所　経営・マーケティング研究部
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【要約】
　「チョコレート」は大人の女性に支えられ、「高カカオチョコ」が増加している。「おやつ」目的の時は
「ビスケット」他、常温流通のお菓子、「食後のデザート」目的の時は生菓子やチルド・冷凍のものが多い。
女性30代・40代で、「食後」「ご褒美」シーンの減少が目立っている。子供にとって一番のおやつは「ア
イスクリーム」である。
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２．「高カカオチョコ」は急成長、
シニア女性に加えてミドル
女性にも消費が拡大

ここ１カ月の間に食べたことがあるチョコレート

の種類を聞いた。「チョコスナック・チョコ菓子」

が約５割、「プレーンなチョコレート」「ナッツ入り

チョコ」が４割台で続き、これらがチョコレートの

上位の顔ぶれと言えるが、これらは2008年から減

少傾向にある（図２）。

一方、「高カカオチョコ」は2014年と比較して

倍増し、３割弱になった。2006年ごろ各社から“高

カカオポリフェノール”のチョコレートが続々と発

売されてブームとなった。その後いったん落ち着い

たが、近年改めて注目を浴びている。

さらに性・年代別に見ると、男性60代と女性20

代～70代が３割を超えており、特に女性40代・

60代では４割近くと高率である。2014年と比較

して、女性は20代～60代で10ポイント以上増加

しており、特に30代・40代では25ポイント以上

増加した。

2017年は再び健康効果を訴求したチョコレート

がブームとなっている。その背景を見ると、女性の

シニア層に加えてミドル層にも消費が拡大したと言

えそうだ。

図１　よく食べるジャンル（複数回答〈五つまで〉）
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３．おやつの定番は「クッキー」
「スナック菓子」「和生菓子」、
間食は「パン類」「素材菓子」

「栄養補助食品」、デザート
は「くだもの」

菓子・デザート・軽食の19ジャンルの中から、

よく食べるジャンルを聞き、それぞれそのジャンル

の食べる目的を聞いた。目的が「おやつ」「食事ま

でのつなぎ・小腹満たし」「食後のデザート」と回

答した人を比較した。

「おやつ」目的の回答を見ると、クッキー・ビスケッ

ト・クラッカーが59％と、よく食べる人の６割に達し、

19ジャンル中で第１位である。次いで、スナック菓子、

和生菓子、チョコレートが５割台と続く（図３）。

「食事までのつなぎ・小腹満たし」という間食目的

の回答を見ると、スナック菓子が27％で、以下、せ

んべい・あられ・おかき、クッキー・ビスケット・クラッ

カー、チョコレートが４人に１人の割合である。こ

の４ジャンルは「おやつ」目的で食べる上位とも重

なる。食べ応えのある常温で手軽なお菓子が多く、

おやつとしても間食としてもよく食べられている。

一方、パン類、素材菓子・つまみ、栄養補助食品

は、「食事までのつなぎ・小腹満たし」目的と答え

図２　１カ月間に食べたことのある『チョコレート』（複数回答）

注：時系列比較のため、10～60代計のデータで比較。
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４．「食後に甘いもの」「自分へ
のご褒美」は女性50代で
最も定着、女性30代の「食
後に」、女性40代の「ご褒
美に」離れ目立つ

おやつに関する習慣や行動について、当てはまる

ものを答えてもらった。

「食後にお茶やコーヒーを飲む」が68％、「家

にはいつも菓子やデザートの買い置きがある」が

62％、「おやつを食べる習慣がある」が49％である。

「食後に甘いものを食べる習慣がある」は全体で

35％、女性では４割・男性では３割と、女性に多

い習慣である。特に女性の50代は54％と半数を超

え、20代も45％と多く、これらの年代では2014

年と比較して増加している。また、男女とも15～

19歳は食後に甘いものを食べる習慣が拡大してい

るのが目立つ一方で、女性30代は10ポイント減少

したのが特徴的だ（図４）。

「自分へのご褒美にちょっとぜいたくな菓子やデ

ザートを食べる」は全体で25％だが、女性の36％

に対し男性は13％と、大きな男女差があった。女

性20代～50代では４割以上と一般的な習慣だが、

2014年と比較して20代・50代では増加傾向なの

に対し、40代の減少が目立っている。男性でも、

コンビニデザート市場の成長とともに増加し2014

年では２割を超えていた40代・50代が、今回一気

に低下したのが目立つ。

た人が約２割で「おやつ」目的を上回り、間食とし

て食べることが多いジャンルだった。

「食後のデザート」が目的という回答は、くだも

のが49％と最も多く、ケーキ・洋生菓子、プリン・

ゼリー、アイスクリーム・シャーベットが４割前後

で続く。ケーキ・洋生菓子、プリン・ゼリー、アイ

スクリーム・シャーベットは、「おやつ」目的とし

ても重なるが、くだもの、ヨーグルトは、「おやつ」

というよりも「食後のデザート」目的の方が圧倒的

に多い。「食後のデザート」として挙げられたジャ

ンルは、生菓子や冷蔵（チルド）・冷凍のものが多

いようだ。
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おやつ 食事までのつなぎ・小腹満たし 食後のデザート

図３　菓子・デザート・軽食を食べる目的（複数回答）

注：n=30未満の「その他デザート」を除く。
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５．子供にとって一番のおやつ
は「アイスクリーム」、好き
だが家で食べる機会が少な
いのは「ケーキ・洋生菓子」

〔子供調査〕として、〔本調査〕の回答者と同居し

ている小・中学生の子供に、「好きなおやつ」「家で

よく食べるおやつ」を聞いた。

「好きなおやつ」は、アイスクリーム・シャーベッ

トが87％と最も多く、次いでチョコレート、プリン・

ゼリー、スナック菓子、あめ・キャンディ・グミが

75％以上で続く（図５）。

「家でよく食べるおやつ」は、アイスクリーム・

シャーベット、スナック菓子がともに61％と同率

第１位、チョコレート、あめ・キャラメル・グミが

５割以上である。

アイスクリーム・シャーベットは、「好きなおや

つ」「家でよく食べるおやつ」両方で第１位となり、

子供にとって一番のおやつだ。一方、プリン・ゼリー

は、「好きなおやつ」で上位に入りながら、「家でよ

く食べるおやつ」では４割と低く、食べる機会はそ

れほど多くはないようだ。また、ケーキ・洋生菓子、

その他デザートは、「好きなおやつ」が６割以上と

多いながら、「家でよく食べるおやつ」では１割台と、

子供に人気があるのに家で食べる機会が少ないおや

つである。
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図４　おやつに関する習慣や行動（複数回答）
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図５　〔子供調査〕好きなおやつ／家でよく食べるおやつ（複数回答）

注１：�その他軽食は次の通り。
　　　�おにぎり、おでん、肉まん・あんまん、フライドポテト、フライドチキン・からあげ、たこ焼き・

お好み焼き、今川焼き・たい焼き、シリアル・コーンフレーク、魚肉ソーセージなど
注２：その他デザートは次の通り。
　　　�クレープ、ワッフル、ホットケーキ、パンケーキ、ドーナツ、パフェ、ラスクなど

・調査対象

〔本調査〕首都圏在住の15～79歳の男女個人

〔子供調査〕本調査の回答者と同居する小・中学生

・調査方法

日本能率協会総合研究所「モニターリサーチ・システム」利用によるFAX調査

・有効回収数

〔本調査〕1,264人(発送数1,800人、有効回収率70.2％ )

〔子供調査〕182人

・調査実施日

〔本調査〕2017年５月31日(水) ～６月８日(木)

〔子供調査〕2017年６月２日(金) ～６月８日(木)

注：時系列比較では、過去の調査対象と揃え、10～60代計（有効回収数1,072人）にて分析。

【調査概要】
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※調査結果の詳細は、別途販売しているレポートをご覧ください。


